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現
代
上
下
水
道
の
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地
域
懇
談
会
は
水
道
事
業

者
ら
が
進
め
る
先
進
的
な
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
情
報

共
有
し
、
広
く
発
信
す
る
こ

と
で
地
域
の
連
携
を
促
進
、

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
し
た

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
狙
い
。
昨
年
�
月
に

北
海
道
・
東
北
地
域
で
第
１

回
を
行
い
、
九
州
・
沖
縄
、

中
国
・
四
国
と
開
催
し
て
き

た
。冒

頭
、
松
田
尚
之
・
水
道

課
長
補
佐
は
「
新
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

定
す
る
な
ど
、
実
行
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
回
の
情
報
交
換
で
得

た
意
見
は
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

な
ど
今
後
の
施

策
展
開
の
参
考

に
活
用
し
た

い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
続
い
て

吉
田
勝
利
・
同

課
技
術
係
長
が
、
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
概
要
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、「
都
道
府
県
を

超
え
た
先
進
事
例
の
周
知
と

地
域
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
連

帯
感
の
醸
成
、
さ
ら
に
地
域

か
ら
の
発
信
を
全
国
に
展

開
」
な
ど
と
懇
談
会
開
催
の

意
義
を
語
っ
た
。

今
回
の
先
進
事
例
は
、
小

蔦
久
男
・
奈
良
県
地
域
振
興

部
地
域
政
策
課
県
域
水
道
推

進
係
長
が
『
奈
良
県
に
お
け

る
県
域
水
道
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
』

と
題
し
、
広
域
化
を
目
指
す

県
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
を
紹

介
、
石
倉
清
・
奈
良
広
域
水

質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
事
務

局
長
は
『
奈
良
県
広
域
水
質

検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
設
立

と
運
営
』
を
テ
ー
マ
に
、
県

内
�
市
町
村
で
構
成
す
る
共

同
水
質
検
査
体
制
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
矢
田
部
衛
・
京

都
市
上
下
水
道
局
総
務
部
経

営
企
画
課
長
か
ら
は
『
上
下

水
道
料
金
制
度
の
改
定
』
と

題
し
て
、
昨
年
�
月
に
実
施

し
た
料
金
制
度
の
見
直
し
、

料
金
改
定
に
お
け
る
広
報
活

動
な
ど
を
述
べ
、
西
山
淳
一

・
大
阪
市
水
道
局
総
務
部
経

営
改
革
課
長
は
『
公
共
施
設

等
運
営
権
制
度
の
導
入
検

討
』
に
つ
い
て
、
新
た
な
経

営
形
態
と
し
て
検
討
を
進
め

て
い
る
上
下
分
離
方
式
の
水

道
民
営
化
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
先
進
事

例
の
報
告
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

な
お
、今
年
度
は
、関
東
、

中
部
・
北
陸
、
中
国
・
四
国

で
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る

予
定
。

海
渕
養
之
助
氏
は
、
明
治
�
（
１

９
０
６
）
年
�
月
石
川
県
加
賀
市
に

生
ま
れ
、
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
土

木
工
学
科
を
昭
和
５
（
１
９
３
０
）

年
に
卒
業
後
、
京
都
市
役
所
に
勤
務

し
た
。
お
よ
そ
�
年
間
の
京
都
市
勤

務
の
後
、
約
２
年
間
、
民
間
会
社
に

勤
務
し
て
い
る
。
ご
本
人
か
ら
直
接

聞
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
竹
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
船
の
計
画
を
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
勤
務
し
た
民
間

会
社
の
中
に
造
船
会
社
が
あ
り
、
丁

度
終
戦
直
前
の
物
資
の
な
い
時
代
で

も
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
そ
ん
な

経
験
も
し
た

の
で
あ
ろ

う
。
最
近
土

木
学
会
で
学

生
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト

カ
ヌ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、

�
年
程
前
に

そ
の
ル
ー
ツ
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。京

都
市
役
所
で
は
、
吉
祥
院
処
理

場
の
設
計
に
従
事
し
、
運
転
管
理
に

も
携
わ
っ
た
。
氏
の
思
い
出
話
に
よ

る
と
あ
れ
や
こ
れ
や
外
国
の
例
を
参

考
に
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
つ
い
で

鳥
羽
処
理
場
の
設
計
に
も
携
わ
り
、

昭
和
�
（
１
９
３
５
）
年
に
着
手
し

た
が
、
建
設
２
年
目
あ
た
り
か
ら
資

材
が
窮
屈
に
な
り
、
ポ
ン
プ
場
、
事

務
室
な
ど
の
建
物
は
、
木
造
に
大
変

更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
の
事
で

あ
る
。
ま
た
、
戦
時
中
は
、
特
別
の

鉄
鋼
割
り
当
て
を
も
ら
っ
て
ド
イ
ツ

で
行
わ
れ
た
方
法
を
参
考
に
し
て
、

メ
タ
ン
ガ
ス
工
場
も
建
設
し
た
そ
う

で
あ
る
（
睦
会
創
立
拾
五
周
年
記
念

誌1
9
5
7
.
2

）。
多
分
、
日
本
最
初
の
下

水
道
資
源
利
用
の
事
例
で
は
な
か
ろ

う
か
。

昭
和
�
（
１
９
４
６
）
年
に
神
戸

市
復
興
本
部
に
勤
務
し
、
道
路
課

長
、
下
水
道
課
長
を
歴
任
し
、
昭
和

	
（
１
９
５
７
）
年
か
ら
５
年
間
下

水
道
部
長
を
務
め
、
神
戸
市
最
初
の

下
水
処
理
場
の
建
設
に
か
か
わ
っ

た
。下

水
道
部
長
を
最
後
に
神
戸
市
を

退
職
し
、
株
式
会
社
日
本
水
道
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
現
・
㈱
日
水
コ
ン
）

に
勤
務
し
、
取
締
役
下
水
道
部
長
、

常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
下
水
道

部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和


（
１
９
６
２
）

年
３
月
、
工
学
博
士
を
取
得
し
、
同

�
年
に
は
技
術
士
水
道
部
門
（
当
時

は
上
下
水
道
部
門
で
は
な
く
、
下
水

道
分
野
も
水
道
部
門
と
な
っ
て
い

た
）
を
取
得
し
、
昭
和
�
（
１
９
６

５
）
年
に
は
、
下
水
道
事
業
に
協
力

し
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
昭
和


（
１
９
７
０
）

年
に
は
、
堤
武
氏
と
共
著
で
『
下
水

道
終
末
処
理
施
設
―
汚
泥
編
―
』
を

発
刊
し
て
い
る
。

氏
は
、
海
外
の
新
し
い
技
術
に
大

き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
昭
和
�

（
１
９
７
３
）
年
に
、
日
水
コ
ン
と

し
て
社
員
�
名
ほ
ど
で
、
当
時
有
名

で
あ
っ
た
米
国
タ
ホ
湖
の
３
次
処
理

実
験
施
設
の
視
察
に
団
長
と
し
て
出

か
け
て
い
る
。
タ
ホ
湖
で
は
、
Ｎ
、

Ｐ
除
去
の
た
め
の
実
験
と
し
て
ア
ン

モ
ニ
ア
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
や
石
灰
凝

集
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
氏
は
、

こ
う
し
た
物
理
化
学
処
理
は
、
日
本

の
下
水
処
理
に
は
適
さ
な
い
と
し
、

昭
和
�
（
１
９
７
５
）
年
に
米
国
で

行
わ
れ
て
い
る
Ｎ
、
Ｐ
の
生
物
学
的

処
理
を
視
察
す
べ
く
、
調
査
団
の
団

長
を
務
め
、
ネ
バ
ダ
州
の
リ
ノ
―
ス

パ
ー
ク
ス
の
リ
ン
除
去
施
設
な
ど
を

訪
問
し
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
下

水
の
高
度
処
理
が
、
す
べ
て
生
物
学

的
処
理
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
、
氏
の
先
見
の
明
に
感
嘆
す
る
次

第
で
あ
る
。

氏
は
、
当
時
の
米
国
が
土
壌
微
生

物
に
よ
る
３
次
処
理
法
の
科
学
的
検

討
か
ら
逆
浸
透
に
よ
る
処
理
ま
で
幅

広
く
行
っ
て
い
る
研
究
態
度
は
わ
が

国
も
見
習
う
べ
し
と
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
今
後
我
が
国
の
下

水
道
が
大
都
市
か
ら
地
方
の
中
小
都

市
へ
と
移
り
行
く
こ
と
と
、
特
に
海

外
に
向
か
っ
て
下
水
処
理
技
術
を
広

め
よ
う
と
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な

幅
広
い
処
理
技
術
が
必
要
と
な
る
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
す

で
に
日
本
の
下
水
道
技
術
の
海
外
進

出
を
予
測
し
て
い
る
。
常
に
、
海
外

に
目
を
向
け
な
が
ら
、
日
本
の
下
水

道
の
行
く
末
を
見
つ
め
た
下
水
道
人

で
あ
っ
た
。

（
執
筆＝

清
水

氏
）

全
国
簡
易
水
道
協
議
会

（
会
長＝

牧
田
久
・
美
馬
市

長
）
は
４
日
、
平
成
�
年
度

第
２
回
理
事
会
・
第
１
回
事

務
局
長
会
議
を
東
京
・
霞
が

関
の
「
霞
山
会
館
」
で
開
催

し
た
。
政
府
予
算
対
策
会
議

と
し
て
、
平
成
�
年
度
簡
易

水
道
整
備
促
進
に
関
す
る
要

望
書
を
と
り
ま
と
め
、
会
議

終
了
後
、
厚
生
労
働
省
を
は

じ
め
関
係
５
府
省
に
対
し
て

要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

合
同
会
議
で
は
ま
ず
、
厚

生
労
働
省
水
道
課
の
東
内
浩

一
・
課
長
補
佐
か
ら
平
成
�

年
度
水
道
関
係
概
算
要
求
に

つ
い
て
、
総
務
省
自
治
財
政

局
公
営
企
業
経
営
室
の
常
木

孝
浩
・
水
道
・
工
業
用
水
道

事
業
係
長
か
ら
平
成
�
年
度

地
方
債
計
画
案
や
公
営
企
業

会
計
の
適
用
拡
大
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

議
題
と
し
て
は
、
今
年
度

の
簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国

大
会
を
�
月
�
日
に
東
京
・

平
河
町
の
砂
防
会
館
で
、
来

年
度
の
全
国
簡
易
水
道
大
会

・
通
常
総
会
を
５
月
�
日
に

東
京
・
台
場
の
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｅ

Ｄ

Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
開
催
す
る
こ
と

な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

会
議
後
は
、
財
務
省
を
は

じ
め
、
国
土
交
通
省
、
総
務

省
、
内
閣
府
を
訪
れ
、
厚
生

労
働
省
で
は
村
木
厚
子
・
事

務
次
官
に
直
接
、
要
望
書
を

渡
し
簡
易
水
道
の
整
備
促
進

に
理
解
を
訴
え
た＝

写
真
。

◆
１０
月
に
新
潟
で

厚
労

省
、
経
産
省
に
よ
る
今
年
度

２
回
目
の
「
水
道
分
野
に
お

け
る
官
民
連
携
推
進
協
議

会
」
が
�
月
�
日
に
新
潟
市

内
で
開
催
さ
れ
る
。
現
在
参

加
者
を
受
け
付
け
て
お
り
締

め
切
り
は
今
月
�
日
。
詳
細

は
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
参
照
。

イ
リ
オ
モ

テ
ヤ
マ
ネ
コ

で
知
ら
れ
る

西
表
島
の
行

政
区
域
は
竹

富
町
。
「
最

大
の
特
徴
は
１
町
多
島
」

と
今
号
掲
載
の
鼎
談
で
川

満
町
長
は
語
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
水
道
を
含
む

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
阻
ん
で
い
る
▼
離
島
や

山
間
地
の
小
規
模
水
道
の

苦
労
は
こ
れ
ま
で
も
何
度

と
な
く
報
道
し
て
き
た

が
、
そ
の
苦
労
に
も
地
域

特
性
が
色
濃
く
反
映
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
▼
９
の
有
人

島
、
７
の
無
人
島
か
ら
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
と
ア

ク
セ
ス
が
最
も
良
い
の
が

石
垣
島
で
あ
る
た
め
に
役

場
が
行
政
区
域
外
に
あ
る

と
い
う
特
殊
性
か
ら
も
そ

の
苦
労
は
推
し
量
ら
れ
る

▼
に
も
か
か
ら
ず
、
水
源

事
情
も
異
な
る
各
島
の
水

道
料
金
は
統
一
さ
れ
て
お

り
、
町
そ
の
も
の
が
沖
縄

県
の
目
指
す
広
域
水
道
の

雛
型
の
よ
う
な
趣
も
あ
る

▼
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

が
独
立
種
か
亜
種
か
の
議

論
は
決
着
し
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
彼
の
地
の
広
域

化
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
構

わ
ぬ
の
で
早
い
決
着
が
望

ま
れ
る
。

（

・
９
・

）

本号の内容

都
水
道
局
が
Ｓ
Ｄ
Ｆ
工
法
を
本
格
採
用

地
方

新
開
発
の
貯
水
槽
制
振
装
置
が
初
施
工

産
業

頑
張
れ
！
中
小
水
道
～
持
続
の
方
向
性
探
る


～

特
集

水道産業新聞社
大阪本社 電話（０６）６３７３－３６０３

F A X（０６）６３７３－３６３３
〒５３１―００７２大阪市北区豊崎２―７―９
東京本社 電話（０３）５２５１－０３０３

F A X（０３）５２５１－３８０２
〒１０５―０００１東京都港区虎ノ門１―１９―１０

海渕 養之助
明治３９年（１９０６年）～昭和５２年（１９７７年）

広
域
化
、民
営
化
�
事
例
報
告

関関
西西
でで
第第
４４
回回
地地
域域
懇懇
談談
会会

新水道ビジョン推進へ

簡水への支援求め要望

簡水協 政府予算対策会議開く

厚
労
省

関
西
地
域
か

ら
約
１
３
０

人
が
参
加
し

た
今
年
度
初

め
て
の
地
域

懇
談
会

厚
生
労
働
省
水
道
課
は
８
日
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪

国
際
会
議
場
で
「
第
４
回
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
の
た

め
の
地
域
懇
談
会
」
を
開
催
し
た
。
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
施
策
展
開
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
バ
ト
ン

を
未
来
に
つ
な
ぐ

を
テ
ー
マ
に
、
関
西
地
域
の
水
道

事
業
者
や
都
道
府
県
水
道
行
政
担
当
者
ら
約
１
３
０
人

が
参
加
し
、
広
域
化
や
民
営
化
な
ど
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

が
示
す
先
進
事
例
を
報
告
、
さ
ら
に
事
例
ご
と
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

２０１４年（平成２６年）９月１１日（木曜日）

下

水

道

技

術

発

展
に
貢

献

し
た

技

術

界
の
重

鎮


